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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1992年の地球サミットにも職員を派遣
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境部局に止まらず、県全体の施策を見ると「適応策とも言える施策」は行われている。
適応策を意識していない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
潜在的適応策とは、適応策のうち短期的適応策として位置づけられるのでは。
温暖化が進むことはほぼ間違いないので、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
総合化は縦割りの中では難しい課題
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